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日
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国
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大
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河

村

建

夫

衆
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院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
「
記
録
訂
正
に
よ
り
年
金
受
給
権
を
得
る
こ
と
と
な
る
方
に
対
す
る
年
金
見
込
額
の
試
算
」

等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
「
記
録
訂
正
に
よ
り
年
金
受
給
権
を
得
る
こ
と
と
な
る
方
に
対
す
る
年
金
見
込
額
の
試

算
」
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
全
額
」
が
、
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金
受
給
権
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
に
対
し
て
、
五
年
の
消

滅
時
効
が
完
成
し
て
お
ら
ず
、
初
回
の
年
金
の
支
払
時
に
一
括
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
年
金
の
額
（
以
下
「
消
滅
時

効
が
完
成
し
て
い
な
い
年
金
額
」
と
い
う
。
）
と
、
そ
の
後
、
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
に
係
る

時
効
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
一
号
。
以
下
「
年
金
時
効
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
及
び

第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
る
年
金
給
付
の
額
（
以
下
「
年
金
時
効
特
例
法
に
基
づ
く
給
付
額
」
と
い
う
。
）
の
合

計
額
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
お
尋
ね
の
三
十
五
人
の
う
ち
、
年
金
の
裁
定
請
求
を
行
っ
て
い
な
い
番
号
��
の
者
を
除
く
三
十
四

人
に
対
す
る
通
知
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

番
号
�
及
び
�
か
ら
��
ま
で
の
者
に
対
し
て
は
、
全
額
を
支
払
う
時
期
を
通
知
し
て
い
る
。

�

番
号
�
、�
及
び
�
の
者
に
対
し
て
は
、
消
滅
時
効
が
完
成
し
て
い
な
い
年
金
額
を
支
払
う
時
期
は
通
知
し
て
い
る
が
、

年
金
時
効
特
例
法
に
基
づ
く
給
付
額
を
支
払
う
時
期
は
通
知
し
て
い
な
い
。

一



�

番
号
�
及
び
３４
の
者
に
対
し
て
は
、
年
金
の
裁
定
処
理
中
で
あ
り
、
全
額
を
支
払
う
時
期
を
通
知
し
て
い
な
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
年
金
時
効
特
例
法
に
基
づ
く
給
付
の
支
払
が
決
定
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
年
金
記
録
の
問
題
に

つ
い
て
国
民
の
皆
様
の
信
頼
を
損
ね
、
お
手
を
煩
わ
せ
た
こ
と
を
お
わ
び
す
る
旨
の
手
紙
を
お
送
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。ま

た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
に
対
し
、
年
金
の
支
給
が
遅
延
し
た
場
合
に
、
謝
罪
を
す
る
よ
う
指
示
し
た
書
類
は
存

し

在
し
な
い
が
、
社
会
保
険
事
務
所
等
の
窓
口
に
お
い
て
は
、
本
人
に
お
わ
び
す
る
等
の
真
摯
な
対
応
に
努
め
て
い
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
お
尋
ね
の
三
十
五
人
に
つ
い
て
、
御
自
宅
を
訪
問
し
て
謝
罪
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
三
十
五
人
の
う
ち
、年
金
の
裁
定
請
求
を
行
っ
て
い
な
い
番
号
��
の
者
を
除
く
三
十
四
人
に
対
し
て
は
、今
年
中

に
全
額
を
支
払
う
予
定
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

現
時
点
で
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
三
人
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以

二



外
の
方
に
つ
い
て
、
病
院
に
入
院
中
の
方
や
介
護
施
設
に
入
所
中
の
方
が
い
る
か
ど
う
か
、
病
気
の
方
が
い
る
か
ど
う
か
は

把
握
し
て
い
な
い
。

三


